
等式 x(yz) = (xy)(xz)を満たす代数系
でぃぐにゃん
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集合とその上の 2項演算の組 (S, ·)は次の公理を満たすとき LDシステムと言う：

任意の x, y, z ∈ S に対して x · (y · z) = (x · y) · (x · z).

ここでこの演算には結合法則を課さない．
奇妙な代数系に見えるかもしれないが，実はこれは組み紐群の分野，集合論の分野それぞれで自然に

登場するものである．
LDシステムの「語の問題」，すなわち LDシステムの言語 {·}の項 t(v1, . . . , vn), t

′(v1, . . . , vn)が与
えられたとき，等式 t(v1, . . . , vn) = t′(v1, . . . , vn)が LDシステムの公理系から導出できるを判定する
ことが計算可能にできるかという問いを考えてみよう．実は，これが当初 Laverにより，集合論的な見
地から ZFC+ I3というかなり超越的な集合論の公理体系のもとで示されていた．後に Dehornoyが組
み紐群の観点から ZFCでの証明を与えた．
この講演では，LDシステムが組み紐群，集合論の両方で自然に現れることを見て，組み紐群の話を

使って，語の問題の肯定的解決の証明を追おうと思う．最後にこれらの話に関連して，Laver表という
対象についても触れる．Laver表にはかなり奇妙な未解決問題が残っている．
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